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1 はじめに
屋内での測位技術としては，無線 LANを用いる方法，

音波を用いる方法などが有力視されている [1]。しかし，
学校やオフィスビルなどある程度規則的な部屋配置の建
物の場合は，測位技術は単純化した方がコスト面，経路
選択アルゴリズム面で有利である。そこで本研究では，
測位技術としてビーコンを用いることで，このような建
物を対象としたナビゲーションシステムを実現する手法
を提案する。また，1回の移動が比較的短距離である建
物内移動では，進行方向の提示はより直感性や即時性が
求められ，また画面凝視による危険性も問題となる。そ
こでこれらを解決する方向提示手法として，地図等では
なく AR表示を用いることとした。

2 提案するシステム
2.1 概要

ユーザはタブレットもしくはスマートフォンを持ち，目
的の部屋を選択する。すると画面上には，カメラ映像に
重畳して目的地への方向を示す矢印が表示される。これ
に従って移動することで目的地に到達できる。

2.2 実装

ビーコン端末としてAplix MB004 Acを用いる。ビーコ
ン端末はMajor番号とMinor番号を設定するとこれを
Bluetooth LE信号として発信することができる。そこ
で各部屋前にビーコン端末を設置することとし，Major

に建物の階数を，Minorに部屋番号を設定することとし
た。タブレット側からは BeaconSDKにより各ビーコン
の Major/Minor，及び各ビーコンからの距離が取得で
きるので，これにより現在位置を推定する。また，タブ
レットの電子コンパスによって現在方向を推定する。
経路選択アルゴリズムとしてはA*アルゴリズム [2]を

採用した。このアルゴリズムではそれぞれの地点に実コ
スト推定コストスコアを持たせ，移動可能な地点に対し
てそれぞれスコアを求める。スコアが小さい地点を辿っ
ていく事で，目的地までの最短経路を得ることができる。
このスコア計算には各部屋の配置情報が必要となるが，
これは CSV形式で容易に表現できるようにした。これ
により様々な建物の形状，部屋の配置に対応することが
できるようにしている。なお現在地と目的地との階数が
一致しない場合は階段へと誘導する。
情報提示手法としてはAR表示を用いた。タブレット

の背面カメラのリアルタイム映像に，進むべき方向を矢
印の 3Dオブジェクトとして重畳表示する。ユーザの現
在位置・現在方向は前述の手法により推定できるので，そ
の値に応じてリアルタイムに矢印の向きを回転させる。
また階段では上昇，下降を促す矢印を提示する。AR表

示として前面を透過的に表示しているので，いわゆる
「歩きスマホ」の危険性も軽減される。

2.3 実験
本学の建物で Nexus7(2013; Android5.0.1) により実験
を行った。図 1 に，目的地を選択した後の案内中の画
面を示す。画面中央に進むべき方向がAR表示されてい
る。また目的地および現在地も表示されている。図 2は
目的地に到着した際の画面である。

図 1 誘導中の画面

図 2 目的地に到達した際の画面

3 まとめと今後の課題
学校等の建物を対象とした建物内ARナビゲーション

システムを開発した。今後の課題としては，測距情報の
取得精度の向上と，操作画面や案内画面のユーザビリ
ティの向上が挙げられる。
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